
黄色と緑のバンダナ

黄色と緑のバンダナ
　災害時、配慮が必要であることがわかりにくい障害のあ

る人も、必要な支援を受けることができるよう、「配慮が必
要」な人は「黄色」、「支援ができる」人は「緑色」のものを
身につけようという取り組みを進めています。　　　　　
　　　　　　　　　　
この他にも、自分たちができることを取り組んでいます。
　・障害団体やボランティア団体単位でバンダナ等を用意する
　・地域の防災訓練にバンダナ等をつけて参加する など　　　　　　　　

市販のバンダナやハンカチを用意してみては
いかがでしょうか？
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S-ネット横浜は障害のある人や
その家族が自分たちのできることから
取り組むことを大切にしながら
さまざまな活動をしています。

地域で伝える　みんなに伝わる

障害のある人、そして地域の誰もが、安心して暮らしていくために
地域の中で、セイフティーネットをつくり支えていきたい。
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障害のある人、そして地域の誰もが、安心して暮らしていくために
地域の中で、セイフティーネットをつくり支えていきたい。

SSS- 横浜横浜横浜nneeeettttS-net横浜セイフティーネットプロジェクト横浜
nnneeeeeeeeetttttt

エ ス ネ ット黄色と緑のバンダナ黄色と緑のバンダナ

出前講座

コミュニケーションボード

コミュニケーションカード

：配慮が必要な人

：支援ができる人

200 種類
以上 !

 好評です!
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黄色 のバンダナは「支援してほしい」・ 緑色 のバンダナは「支援できる」というサインです。
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コミュニケーションボード・カード 出前講座
　自閉症や知的障害のある人の中には、言葉だけではなく、わかりやすい絵記号や写真を用いる
ことで、コミュニケーションがスムーズになる人もいます。
　・そのことを広く知ってもらいたい
　・自分たちの思いや意思を伝えていくためのツールがほしい
という声から、3種類のコミュニケーションボードと、啓発パンフレットを作成。配布しています。

　障害のある人や家族、支援者が、地域の方たちと顔
見知りになるために、地域の会合に出向いて、自分た
ちのことを伝えていく活動が各地で広がっています。
　例えば、「知的障害や自閉症のある方への支援 ̶
避難場所編̶」では、災害時に避難場所等で、自閉
症や知的障害のある人への支援のポイント、コミュニ
ケーションボードの使い方等を、紙芝居を使って伝え
ています。

この他にも、さまざまな内容の講座が開催されています。
　・障害のある人の感じ方や気持ちを理解してもらう体験
　・障害のある人や家族が日ごろの思いを発表　など　

出前講座で使う紙芝居

お店用　（H17年度） 救急用　（H18年度） 災害用　（H19年度）お店用（H17年度） 年度） 災害用（H19
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●誰でもイラストを組み合わせて自由に作れる「オリジナルコミュニケーションボード」
　

　コミュニケーションボードは、学校や交通機関、お店、交番などで使われ始めています。　
　自閉症や知的障害のある人だけでなく、外国の方や高齢者、小さな子どもにも利用されています。
　地域の中でみんなに役立つユニバーサルなコミュニケーションツールです。

●コンパクトな名刺サイズで作れる「コミュニケーションカード」

●パソコンやスマートフォン、タブレット端末に「ダウンロード」も

　※オリジナルコミュニケーションボードやコミュニケーションカード等の
　　作り方はおりこみチラシを見てください。

実際の様子

地域からの相談

出前講座の様子

担い手のみなさんに依頼・相談

コミュニケコミュニケ 出前講座出前講座

※S-ネット横浜のホームページからダウンロードできます。

※S-ネット横浜のホームページからダウンロードできます。


